
1 .はじめに

( 1 )詩究の百的

農村地域における生活空間の構造と

買物行動の特性について

…山形県村山市を事例としてー

佐藤祐樹

泊費者買物行動については、これまでに多くの研究がなされているこその中でも農村地域の研

においては、モータリゼーションの進展による自家用車の普及が買物行動のみなら

に影響を与え、住民の行動躍を拡大し行動そのものも多様化させたことが明らかになっている

(松村ほか、 1992)。このそータリゼーションの進展により全罰的なレベルで中心計街地の

化が進行しているひそのため各市町村では住民の買物行動を調査し、その対忠業を被討している

のが実状である。この調査においてはこと細かく商品の購入先が調べられてはいるが、有怒な対

を施すにはその購入先を調査するだ汁ではなく、その!苫舗の選択理患とその背景にある

生活空聞を把握することが重要であろう O

そこで本訴究では山形県村中市の農村地

域を事例;二、生民の貨物行動と通勤行動の

者から見て魅力の感じられる高菜地につい

ても検討する。

( 2 )誹究対象地域の概要

村出前は山形県の中央部に位置し、東茜

22km、南北15kmであり、東を奥羽出張、曹

を出羽丘陵に盟まれ、中央を最上)11

しているコ鉄道では、むらやま釈を中心と

して山影新幹親(] R奥羽本線)が南北に

通り、ぞれと平行して国道13号料、

号線が通っているむ村山市は山影盆地の北

に位置する北村山地方の中心地であり、

東備に市街地がまがっているニ

旧13号線;二語って発展した高成街を中心に
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対象地域の地形及び地毘区号、

第 1題研究対象地織の犠要
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第 1題研究対象地織の榎要

賑わいを晃せたが、郊外型の大型癌の出宿

により客足が遠のき、現在では空洞化のー

をたどっているにJ 市の基幹産業は工業で

市内にいくつかの工業問地が分布している c

隣接した市町村でも多くの工業団地が分布

していることもあり、

多いc その反語、全世者数の字数を

占めており、事の西鶴と北側に農村地域が

ている。研究の対象地域となるのは、

西鵠に広がる農村地域の西郷、

沢、大久楳、富並の 5地区である(

( 3 )研究の方法

。

2000年12月に市内4つの 中、

、大高課中、西郷中)のし 2

とその父母を対象にアンケ…ト

したむアンケートの有効自答数は配容枚数

416校中296枚であり、これは対象地域の

の価{直は高いと患われるむこのアンケート結果を

8%に当たるため資料として

この地域における買物行動と通勤行動、

俣の異物行動 し、 の構

迭をとらえるc そして消費者の購買動

機、購買行動の状況についても分析し、

魅力ある商業地について検討考察するコ

rr.買物行動の空間的構造
( 1 )買物行動の分析

アンケート結果より い物行

動の状況を第 2~ と第 3 国に表した乙

購買行動の発地は対象地区である 4地

毘であり、その着地は

也に市内の3地区と

4地区の

る5市岡I村

であるコ買物商品は「最寄品J、「中間

的商品J、「買回品Jに区分し分析する
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第2冨 対象地壌における高品種サーピスの購入先割合

資料:アンケート調査による
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--ー『市町村撹界
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O 地区の中心

(Ii字は白地区での踊買皐)

--40%以上の流動
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ー一一- 5%以上苫0%未溝のIII動
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最寄品の購入先 中間的商品の購入先

第3図 各商品の購入先と各種サービスの利用先

資料:アンケート調査による

本研究で最寄品としたのは「食肉・鮮魚J、「野菜J、「菓子Jの3品目。中間的商品は「医薬品J、

「下着・シャツ類J、 「酒・ビールJの3品目 C 買回品は「婦人服J、「電気製品J、「スポーツ用

品Jの3品目とした。これに加え、各種サービスの利用として「美容院J、「外食先」、「医療機関J、

「レンタルビデオ・ CDJの4施設、計9品目、 4施設について分析を行った口

①最寄品の購入

最寄品の購入においては購買頻度が多いことから、自宅から近い商業地の利用が多く見られた。

野菜に関しては自給している世帯も多く、市内で約50%近くの買物行動が完結している C 特に高

い流動を示すのは西郷地区と東根市であり、商庖街のある楯岡地区の利用はほとんど見られない。

利用きれる庖舗の種類の内訳はスーパーマーケットやデイスカウントストアとなっており、個人

商庖の利用は見られなかった。

②中間的商品の購入

最寄品と比較すると、市内での購入が大幅に減少し東根市への流動が第 1位となっている。中

間的商品の場合、購入する庖舗によって品質は変わらないためより安く購入できるデイスカウン

トストアが好まれる傾向にある O そのためこの種の庖舗が多く立地している商業地への流動が多

くなったと考えられる C 酒・ビールに関しては、最寄品を購入する白舗で安く販売されていたり、

ハU
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一
市町村草壁界

地区績界

O 培置の中心

(ø:司~，主臨調車際での鴎貰司区}
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買阻品の購入先 各撞サービスの利用先

第3関 各商品の蹄入先と各種サ…ピスの利島先

【蜘旬

一
匂崎河野量7狩境界
・冷車E嬢界

。地艇の争心
{殴字f立臨織Eでの費量糞司区}

四一叩柑%以上の滅.

即日-， 20"以上柑揖来粛の業費量

・…吋切 5"以上2事%未渇のJlI臨
トョ v・5"殺到曜の獲量自

資料:アンケ…ト調査による

その近くに安売り

③買回品の購入

していることなどもあり と同様の流動形態となっている C

翼団品の購入に関しでは、スポーツ用品を除き関辺市岡村への流動がほとんどを占めているの

そのi主動は東根市、天童市、 と高方向への流動が主であり、指向する は大規摸小売

となっているのこれに対しスポーツ では周辺市町村での購入はほとんど見られ

ず、市内での購入の嵩合が高くなっているひこれには近くに大型 しないこともあ

り、捕岡地区の藷!日持内にあるスポーツ用品屈での購入が約60%を占めている o

各撞サ…ピスの利用

美容院の利現においては、各地区共通して白地底内の施設を科用する傾向が強くなっているの

外食先に関しでは市内での利用が約40%、桟りは周辺市町村である。市外への流動パタ…ン

酉品の流動パターンに酷似していることから、市外の自舗の利用は資物行動を律った余蝦活動と

考えることができる c

( 2 )子棋の買勃行動

子供の貨物行動に次のような特徴が見受けられたり農村地域においては、公共交通機関が未発

達でうまく機能していな1.'0そのため子供自身がそれらを利用して購買行動を行うのは国難な状

態にある c そこでこの地域では親の買物に同行して商品を購入したり、親などに自分の汽わりに

を購入してきてもらうという パターンが一般化しているニまた、商品を購入するために

申告家用車等で庖読まで連れていってもらうという購買方法も比較的多くなっているようであ
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III.生活空間の構造とその特徴

ノすターン

においては、購巽行動の 第 1薮サンプル世警について

サンプJレ慨帯における 2世帯以上の問屠率
にある日舗の選択

とや膏克に手間がかから
最都品の購入者

なくなったこと、金銭的 主に最寄品を購入する人(主)

! 購入者 | 人数 i 割合{%l
な理由などにより主婦の

1279  91.5 

就業が一般的なものにな i 父 ( 5β  
! 子供 j 0.3 

ているおまた、自家用 : 

:車の保有台数は 1

理由や購異動機について、アンケ

ート調査によって持られた各家患

の購買j夫涜を細かくう子十斤すること

により導き出し、この地域におけ

る生活空時の講造を明らかにする

分析対象としては購買頻境の高い

最寄品の購入について扱う。

を踏まえた上で魅力を惑じる

について考察していきたい。

( 1 )サンプル世帯の属性

今田アンケート調査の対象にな

た296世管の家族の属性を第 1

した。これによると、 2世

帯以上の同居率は80%以上であり

中学生投び十学生又は高校生と世

帯主夫婦、祖父母の計 6~7 人が

な家挟と考えられるハこの

2世代田居の家族構成により、家

を祖母と分担して軽減されるこ

たり約 4台であ号、これ

は通勤や吾常的な買物行

動に使用されている

地 i三名
西揚地立

戸沢地区

葉山地区

大高披地亙

対象地域全体

アシケ

サンプル世帯講成員の就業状況

職業 ト，1性別不I潟 合許

349 

109 

会社員・会社役員

公務員・匝体職員

製造業

-!fーどス業

告営業

農業・林業

62 

アンケ

ンプル世帯における主婦の就業率

地立五I サンプル数

西郷地区 63 

;芦沢地区 76 

葉山地区 90 

1大高接地区 63 

3象地域全体 2型
アンケート湖変による〈平成12年)

14 4.6 

最寄品を講入する人[話l!

捷数の家族が購入する世者数

購入する世帯の割合

購入者 A数
母 13

父 56

子供 j 8 

祖母

祖父

不明

4 1.3 

2 

305 

立7
ハリハVハυ、

z
A

アンケート調査による f王子成]2年)

ハノ
U
M
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第2表 勤務先と購買庖舗の所在地分布
J; 会社員・公務員・自営業従事者(自宅から勤務地が離れている場合)

勤務地
買物先の庖舗所在地(%)

楯岡地区 大倉地区 袖崎地区 西郷地区 戸沢地区 葉山地区 大高根地区 東根市 河北町 大石間町 尾花沢市 寒河江市 他の市町村

楯岡地区 1.1 50.5 31.9 5.5 9.9 1.1 

大倉地区 55.9 26.5 14.i 2.9 

神崎地区

西郷地区 100.0 

戸沢地区 66.i 4.8 9.5 9.5 9.5 

葉山地区 4.0 32.0 22.0 30.0 2.0 8.0 2.0 

大高根地区 4.8 38.1 23.8 33.3 

東根地区 46.9 29.i 10.9 12.5 

河北町 2.5 40.0 15.0 40.0 2.5 

大石田町 1.1 1.1 【i 【t 23.1 53.8 

尾花沢町 38.5 23.1 1.1 30.8 

寒河江市

他の市町村 3i.9 2i.6 6.9 10.3 

アンケート調査による(平成12年)

② 主婦・農業・自営業者(自宅と勤務地が近い場合)

アンケー卜調査による(平成12年)

( 2 )買物行動と生活空間の構造

各世帯において最寄品の買物をする人の就業地と購買庖舗の所在地、買物をするときの状況を

分析した結果、対象地域において次のような生活空間の構造を成していることが分かった(第2

表) 0 

この地域における標準的な家族構成は、父母とその子供、祖父母からなる 2世代同居の家族で

ある c この2世代同居といっ家族形態、が主婦の家庭内での負担を軽減し、主婦の就業を叶支的な

ものにしたっしかし、会社等に勤務することにより家事にかけられる時間が制限されるため、家

事の代行や買物の工夫によって家事の効率化を図っている。買物の工夫とは帰宅途中の買物や一

定期間分の最寄品のまとめ買いなどである O これにより特に最寄品において、勤務地と買物先が

同一の方向性をもったり、まとめ買いのしやすいスーパーマーケットが好まれ、これが立地する

商業地を中心とした買物行動が一般的なものになっている。

( 3 )消費者から見た魅力ある商業地とは

消費者が魅力を感じる商業地とはどんなものであろうか。それは今回の研究からも明らかであ

るが、購買者の生活空間と要望に対応できている商業地である c 前述した生活空間の構造をふま

えた上でこの地域における魅力ある商業地には、会社等に勤務している主婦の買物行動に合わせ

た、主要道路に隣接した立地と会社帰りでも利用できる営業時間、まとめ買いに適した多種多様

な品揃えと食料品以外の商品も豊富に取り扱っていることが条件となる(，つまり大型スーパーや

総合スーパーを核として周辺に専門庖が集まった商業地が好まれるであろう亡しかし、これはこ

の地域の買物行動の特徴に合わせたものであり、地域が変わればその地域の生活空間と買物行動

っJ



に合わせた を る必要があると考える

IV.おわりに

本論文において、村山市西部地域における商品ごとの清費者購買パタ…ンと住民の の

について考察した結果、次のようなことが明らかになった。

この地域において一般的会 2世帯同毘A とし寸家挟構成が主婦の就業率を高め、 主婦の就業は

す持揮を幸!J!援したな主婦は家事の効率化のため、日常的な質物は帰宕途中に済ませたり、

間分をまとめ買いするなど買物行動を工夫しているごこれにより購質問舗として選択され

るには、帰宅途中に利用できる営業時間と庖舗の立地、まとめ買いに適した多種多擦な藷品を扱

ていることが最低条件として満たされていることが必要であるつまた農付地域では、子供昌身

の買物行動において次のような購買パターンが 1引としている。公共交通機関の利用が不自由で

あるため、読の買物に同行して購入したり、{患の人に異物を代行してもらうという購買パターン

る丹治費者が誌力を感じる商業地に関しては、その地域の生活空間の構造と購買パターンに

した百舗展開と経営の工夫が必要であるの

アンケート調査をもとに分析を進め、上記のような結果となうたが、これは中学生をもっ家族

の買物行動に的を絞ったものである。実際にはこれ以外にも多くの家族形態があり、それによっ

て買物行動のパターンや商業地に求めるものが変わってくるはずである。特に消費者が魅力を感

じる蕗業地について考える擦に辻、万人が魅力を感じるものにする必要があるだろう。その点か

ら様々な年齢暑と家族形態の生活空間の構造を明らかにし、それらを総合的に考える必要性があ

ろう
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